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女

59年上半期火災・救急統計から

火
災
は
減
少
、
救
急
は
増
加

宇
治
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
九
年

上
半
期
（
一
月
か
ら
六
月
ま
で
）
に
発
生
し
た
火
災
・
救

急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
は
次

の
通
り
で
す
。

今
年
上
半
期
の
特
徴
は
、
火
災

件
数
は
減
少
傾
向
を
ｙ
し
、
救
急

出
動
件
数
は
増
加
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
特
に
火
災
に
つ
い
て
は
、

悲
惨

最
近
五
年
間
で
は
件
数
が
最
も
少

な
ぐ
、
損
害
額
も
五
年
間
の
平
均

よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
火
災
原
因
で
は
、
放
火
（
疑

▼
ち
ょ
つ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
に
…
…

▼
目
を
覆
い
た
く
な
る
無
残
な
事
故

激増する交通事故死

最
近
、
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
ず
。
交
通
事
故
そ

の
も
の
は
、
減
少
恨
向
に
あ
り

求
ふ
、
無
謀
運
転
や
前
方
不

注
意
に
よ
る
、
老
人
と
子
戸
も

の
被
害
者
が
増
加
。
そ
し
て
、

い
っ
た
ん
発
牟
チ
る
と
、
死
亡

に
つ
な
が
る
悲

惨
な
事
故
が
激

増
し
て
い
ま
で
。

夏
は
、
暑
さ

か
ら
く
る
疲
労

や
睡
眠
否
に
、

。
注
意
力
散
攬
な

ど
が
俳
妬
ず

ｓ
／
運
転
者
と

歩
行
者
に
と
っ

て
は
、
特
に
注

意
迄
驀
す
る
時

期
。
人
も
車
も
、

交通事故の発生状況（各年！月～7月）

い
も
含
む
）
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

火
災
件
数
、
損
害
額

と
も
に
減
る

今
年
の
上
半
期
に
発
生
し
た
火

災
件
数
は
二
十
五
件
で
、
昨
年
同

時
期
に
比
べ
て
三
件
の
減
。
内
容

と
し
て
は
、
建
物
火
災
が
二
件
増

え
て
十
八
件
と
な
っ
て
い
る
外
は
、

車
両
、
そ
の
他
火
災
と
も
減
少
し
、

特
に
林
野
は
今
期
に
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。
焼
損
面
積
に
つ
い
て

咳
全
焼
が
三
件
、
部
分
焼
が
二

件
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
同

時
期
に
比
べ
、
六
百
九
十
一
平
方

μ
の
増
と
な
っ
て
い
ま
ｙ
。

一
方
、
ひ
災
に
よ
る
損
害
額
は
、

焼
損
面
積
の
増
大
と
は
反
対
に
、

お
互
い
に
譲
り
合
い
の
心
か
痔

っ
刄
交
通
事
故
の
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
慮
の

交
通
事
故
に
備
え
て
、
市
交
通

災
害
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め

し
手
。

（
交
通
労
政
課
）

へ 発生件数負傷者数死者数

58年 ．：！4Ｓ5件一才599人ｌ回2入

宇治市内 59年 436 ・…536二説3

増減数一59ゴ 一紹・ｌ＋卜1回

宇治署
管内

58年 801 1，011 5

59年 745 929 9

増減数 －56 －82 十4

京都府下

58年 10，208 13，288 109

59年 9，426 12，122 117

増減数 －782 －1，166 十8

昨
年
同
時
期
の
七
千
五
十
九
万
八

千
円
か
ら
、
三
千
七
百
万
七
千
円

と
半
減
。
ぴ
災
に
よ
る
死
傷
者
は
、

死
者
が
一
人
で
横
ば
い
、
負
傷
者

は
四
人
増
と
な
っ
て
い
車
ｙ
。

こ
の
ぶ
コ
に
、
件
数
、
損
害
額

レ
も
減
少
し
な
が
ら
、
焼
損
面
積

が
増
え
た
の
は
、
四
月
に
非
住
家

の
大
き
な
火
災
が
発
生
し
た
こ
と

な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
ぶ
っ

で
す
。

3
・
4
・
5
月
で

6
4
％
の
火
災
が
発
生

さ
ら
に
、
月
別
の
発
生
状
況
を

み
康
ｙ
と
、
五
月
が
六
件
、
続
い

て
三
月
、
四
月
が
各
五
件
。
三
ヵ

月
合
計
が
土
ハ
件
で
、
全
体
の
六

四
％
Ｍ
Ｉ
め
て
い
ま
ず
。

火
災
原
因
で
は
、
最
も
多
い
の

が
放
火
（
疑
い
む
含
む
）
の
八
件
。

次
い
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
五
件
、
た
ば

こ
三
件
、
火
遊
び
二
件
な
＝
Ｏ
Ａ
Ｊ
な

っ
て
い
ま
す
。

世
相
か
反
映
し
て
か
、
放
火
が

火
沢
原
因
の
ト
″
プ
に
な
っ
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

救
急
は急

病
が
減
少

救
急
の
出
動
件
数
は
、
千
三
百

六
十
一
件
で
、
昨
年
同
時
期
に
比

べ
十
三
件
増
え
て
い
ま
す
。

出
動
内
容
別
で
は
、
急
病
が
五

百
八
十
四
件
で
、
昨
年
同
時
期
に

比
べ
て
四
十
一
件
の
減
。
交
通
事

故
が
四
百
十
一
件
で
、
十
二
件
増

と
な
っ
て
い
未
了
。
そ
し
て
、
急

病
、
交
通
事
故
、
一
般
負
傷
で
千

百
乍
十
四
件
と
な
り
、
全
体
の
八

六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

急
病
が
減
少
し
て
い
る
原
因
と

し
て
は
、
市
内
に
救
急
病
院
が
二

つ
増
え
、
墨
系
自
家
用
車
な
ど

で
直
接
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
ず
。
し
か
し
、
他

の
種
別
で
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
求
了
。

◇

こ
れ
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
残

暑
が
続
き
、
夏
場
の
瞑
れ
が
出
や

す
い
時
期
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の

ゆ
る
み
で
、
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
き
っ
か
け
が
多
く
な
Ｓ
＼
未
ｗ

一
人
ひ
と
ぴ
が
、
防
火
、
防
災
、

ま
た
健
康
の
保
持
に
心
が
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

忘れ物にご注意を黄檗

西宇治

プール
黄
檗
プ
ー
ル
3
2
1
9
0
5

西
宇
治
プ
ー
ル
2
3
4
9
3
0

黄
聚
公
園
と
西
宇
治
公
園
に
あ
る
市
民

プ
ー
ル
は
、
今
月
末
ま
で
開
園
。
七
月
末

ま
で
の
利
用
者
は
約
三
万
五
千
人
と
、
多

く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
忘
れ
物
が
多
い
の
も
今
年
の

特
徴
。
水
着
、
浮
輪
、
帽
子
な
ど
子
ど
も

の
も
の
が
大
半
で
す
。
子
ど
も
が
プ
ー
ル

ベ
出
か
け
る
時
は
、
忘
れ
物
を
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
プ
ー
ル
ベ
の
問
い
合
わ
せ
・
ご

連
絡
は
、
黄
槃
プ
ー
ル
ａ
＠
1
9
0
5
、

西
宇
治
プ
ー
ル
豊
⑩
4
9
3
0
（
八
月
末

ま
で
の
臨
時
電
話
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

訂
正
と
お
わ
び

本
年
四
月
か
ら
ご
家
庭
で
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び

き
」
の
主
な
市
の
施
設
・
市
内
の
官
公
署

一
覧
の
電
話
番
号
の
中
で
、
西
宇
治
市
民

プ
ー
ル
の
1
2
1
3
が
⑩
4
9
3
0
、
黄

槃
市
民
プ
ー
ル
0
5
8
0
8
が
⑩
1
9
0

5
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。

な
お
、
西
宇
治
市
民
プ
ー
ル
の
電
話
は
。

八
月
末
日
ま
で
の
臨
時
電
話
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
（
広
報
課
）

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
2
5
日
、
塔
の
島
で

箆
吊
、
城
陽
市
、
久
御
山

町
の
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹

奏
楽
部
が
、
第
十
三
回
オ
ー
プ

ン
エ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き

未
丁
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を

発
揮
し
て
、
素
晴
β
し
い
演
奏

差
掻
し
ま
ず
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
苧
・
8
月
2
5
Ｅ
出
、
午

後
し
時
か
ら
（
雨
天
の
時
は
Ｉ

▲汗だくになっての演奏（昨年の8月21日）

月
2
日
面
）
▼
と

こ
Ａ
ｒ
・
府
吝
落

公
園
（
塔
の
島
）

▼
出
演
・
・
・
常
治
市

・
城
陽
市
・
久
御

山
町
の
中
学
校
と

高
等
学
校
の
吹
奏

楽
部
▼
曲
目
・
：
愛

の
テ
ー
マ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
君
の
瞳

に
恋
し
て
る
・
口

ツ
ク
ン
ロ
ー
ル
メ

ド
レ
ー
ほ
か
。

（
社
会
教
育
課
）

359

正
確
な
情
報
を
速
く

総
合
気
象
観
測
装
置
を
導
入

市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど

自
動
シ
ス
テ
ム
化
し
た
総
合
気
象

消防本部

観
測
装
置
蔵
七
百
九
十
三
万
三
一

千
円
で
導
入
。
八
月
一
日
か
ら
、

ト
指
令
室
内
に
設
置
さ
れ
た
総
合
気
象
観
測
装
置

市
消
防
本
部
の
通
信
指
念
聊
使

用
を
開
始
し
で
い
康
ｆ
ｙ
。

こ
の
装
置
は
、
風
向
、
風
速
、

気
温
、
湿
度
、
気
圧
、
雨
量
な
ど

の
気
象
状
況
を
、
自
動
的
に
随
時

観
測
し
、
デ
ジ
タ
ル
表
示
ず
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
自
動
電
話
5
答

装
置
も
備
え
、
各
消
防
署
（
分
署
）

の
内
線
電
話
か
ら
、
気
象
観
測
デ

ー
タ
念
鍋
で
聞
け
る
よ
う
に
な

っ
で
い
ホ
チ
。

こ
の
方
式
は
、
府
下
の
消
防
本

部
で
は
初
め
て
採
用
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
、
手
作
業
に
よ
る
気

象
デ
ー
タ
の
集
録
に
比
べ
、
消
防

隊
に
火
災
防
御
や
水
防
活
動
の
た

め
の
情
報
を
、
よ
り
速
ぐ
、
ま
た

正
確
に
提
供
し
、
災
害
時
に
対
応

で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
で
い
ま

す
。
（
消
防
本
部
）

火災の
原因 放火がトップに

火災の月別発生状況（59年上半期）
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広
げ
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
の
輪

9
月
2
日
か
ら
1
7
種
目
で
熱
戦

第
1
8
回
市
民
総
合
体
育
大
会
が
、

九
月
二
日
、
太
陽
が
丘
で
の
開
会

式
を
皮
切
り
に
、
市
内
各
会
場
で

十
一
月
十
八
日
ま
で
開
か
れ
毒
了
。

競
技
種
目
は
、
軟
式
野
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
・
軟
式
庭
球
・

硬
式
庭
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
サ

ッ
カ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
歩
こ

う
会
・
弓
道
・
窒
石
・
剣
道
・

柔
道
・
水
泳
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

陸
上
競
技
・
バ
ス
ケ
″
ト
ボ
ー
ル

の
十
七
種
日
］
。
バ
ス
ケ
″
ト
ボ
ー

ル
は
、
今
大
会
か
ら
薪
た
に
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
昭
和

四
十
一
年
九
月
に
、
市
民
の
社
会

体
育
の
進
展
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

高
揚
を
図
る
た
め
開
会
。
当
初
七

種
目
で
始
め
ら
れ
た
大
会
も
そ
の

後
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま

る
に
つ
れ
て
、
年
々
盛
大
に
な
っ

て
き
て
い
未
了
。

昨
年
は
、
一
万
六
千
入
の
参
加

者
奎
果
め
、
ど
の
種
目
も
熱
戦
が

住
民
税
の
夕
・
個
人
に
か
か

る
個
人
住
民
税
の
課
税
は
、
前

年
中
の
所
得
客
旅
に
し
て
訂

算
し
ま
す
。
従
っ
て
五
十
九
年

度
の
住
民
税
は
、
五
十
八
年
中

の
所
得
金
額
が
基
準
と
な
り
、

・
・
・
・
・
・
・
・
－
・
・
－
1
1
1
1
1
1
1
゛

住民税の均等割の基準額（Ａ表）

繰
り
広
げ
ら
れ
次
し
た
。
こ
と
し

は
、
二
万
人
か
超
え
る
参
加
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
ず
。

六
十
三
年
京
都
国
体
忿
控
え
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
ス
ポ
ー
ツ
の

輪
か
広
げ
る
た
め
、
市
民
総
合
体

育
大
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
で
は
。
各
競
技
種
目
の
要
項

が
決
ま
り
次
第
「
市
政
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
し
示
ｙ
。
弓
道
・
硬

式
庭
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
は
、

五
十
八
年
中
に
所
得
が
あ
れ
ば
、

五
十
九
年
中
は
仮
に
無
職
無
収

入
で
あ
っ
て
も
住
民
税
は
課
税

さ
れ
未
了
。

個
人
住
民
税
を
構
成
す
る
均

等
割
と
所
得
割
の
税
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
ぷ
つ
に
し
て
決
め

ら
れ
て
い
水
子
。

市民総体

既
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ポ
ー
ル
の
部
は
次
の
通

り
で
す
。

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
6
日
面
、
9
月

2
日
㈲
、
9
日
㈲
▼
と
こ
ろ
・
・
・
太

陽
が
丘
ほ
か
▼
種
目
・
・
・
社
会
人
男

・
女
、
家
庭
婦
人
、
少
年
・
少
女

（
中
学
生
）
▼
参
加
費
・
・
・
Ｉ
チ
ー

ム
二
千
円
（
少
年
・
少
女
は
無
料
）

▼
抽
選
…
8
月
2
8
日
脚
、
午
後
7

時
半
か
瓦
落
市
公
民
館
で
（
社

会
人
、
家
庭
婦
人
の
み
）
▼
申
し

▲婦人にも盛んなソフトボール

（市民総体から）

百
円
、
市
民
税
が
千
五
百
円
で

合
計
二
千
円
の
均
等
割
を
課
税

し
て
い
ま
す
。

〈
所
得
割
〉

所
得
割
の
税
額
は
、
一
般
に

Ｂ
表
の
算
式
で
訂
算
し
濠
す
。

こ
の
税
額
計
算
の
基
礎
と
な
る

所
得
金
額
と
は
、
一
般
に
収
入

込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
8
月
2
5
日

の
正
午
ま
で
に
（
少
年
・
少
女
は
除

く
）
、
辻
久
さ
ん
か
村
上
好
弘
さ

ん
（
宇
治
市
璧
聊
内
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
直
接
。
（
市
民
体
育
課
）

お
知
ら
せ

8
月
は

市
・
府
民
税
の
納
期

8
月
は
、
市
・
府
民
税
第
2
期
分

の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

お
忘
れ
な
く
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

身
近
な
手
染
め
教
室

自
分
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
の
れ
ん
を

染
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時

▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼
対
象

…
市
内
在
住
の
婦
人
で
全
回
参
加

で
き
る
人
▼
定
員
…
2
5
人
（
申
し

込
み
多
数
の
握
註
抽
選
）
▼
指

導
者
・
・
・
元
京
都
芸
術
短
期
大
学
講

師
、
吉
田
誠
さ
ん
▼
教
材
費
…
千

九
百
円
▼
持
参
品
・
・
・
コ
″
プ
ま
た

控
除
額
や
税
率
で
住
民
税
の
所

得
割
と
の
違
い
が
設
け
β
れ
て

い
未
了
。

〈
住
民
税
は
広
い
範
囲
の
人
に
〉

例
え
ば
、
所
得
税
で
控
除
さ

れ
る
損
害
保
険
料
控
除
と
寄
付

金
控
除
は
、
住
民
税
で
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
礎
・

均
等
割
は
2
千
円

－－－－－－－－

11白

白

郷

〈
均
等
割
〉

均
等
割
の
税
額
は
、
そ
の

市
町
村
の
人
口
に
応
じ
て
Ａ

表
の
ぶ
っ
に
決
め
β
れ
て
い

ｒ
ｌ
ｌ
ｉ
・
ｊ
一
一
一
一
一
″
丿
’
一
丿
四
『
ｊ
1
く
｀
Ｉ
ｉ
Ｉ
・
｀
・
Ｊ
Ｅ

‐
‐
‐
：
‘

当
す
る
の
で
、
府
民
税
が
五

一
現
在
人
口
が
約
土
（
万
二
千

人
余
り
。
そ
こ
で
人
口
五
万

に
宣
五
十
万
未
満
の
市
に
該

金
額
か
ら
必

要
経
費
奮
Ｅ

し
引
い
た
金

額
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、

こ
の
算
式
は

所
得
税
課
税

の
場
合
と
同

じ
で
す
が
、

住民税の所得割の算式（B表）

配
偶
者
・
扶
養
控
除
な
ど
の
額

は
、
所
得
税
で
は
三
十
三
万
円

で
す
が
、
住
民
税
は
二
土
八
万

円
と
低
ぐ
な
っ
て
い
卓
子
。
こ

の
ほ
か
、
課
税
さ
れ
た
税
額
か

ら
控
除
か
ず
る
税
額
控
除
で
は
、

所
得
税
に
は
住
宅
取
得
控
除
が

あ
る
の
に
対
し
、
庄
民
税
で
は
、

配
当
控
除
と
外
国
税
額
控
除
だ

身近な手染め教室の日程表
回 日程 内容

1 9／7吻講義（染色について）下絵説明ｓの造形

2 9／14吻9・）｛祓ｔ≒－。ｎ

3
9／21倒
のれんを染める

4
9／28圏
””り｛祓認ぃ－ＢＩＳ’）

5
10／5吻
Ｔシャツを染める

6 10／12吻Ｔｉ－Ｔツの仕上げ完成品の展示、作品の萬評

は
湯
の
み
（
中
が
白
い
も
の
）
を
ホ

個
、
デ
ザ
イ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
（
綿
無
地
）
▼
申
し
込
み
・
：
往

復
は
が
き
に
「
身
近
な
手
染
め
教

室
受
講
希
屏
と
書
い
て
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
夕
明
記

し
、
8
月
2
8
日
必
着
で
木
幡
公
民

館
（
木
幡
内
畑
3
4
－
7
ａ
⑩
8
2

9
0
）
ま
1
（
木
幡
公
民
館
）

人
形
劇
づ
く
り
教
室

シ
ナ
リ
オ
づ
く
ぴ
か
ら
み
ん
な

で
協
力
し
て
ゃ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
右
表
▼
時
間

・
：
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午

（
第
8
講
は
未
定
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
公
民
館
▼
指
導
・
・
・
雲
居
公

民
館
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
『
と
ら
ご

ろ
り
』
会
員
▼
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
教
材
費
・
・
・
三
百
円
ｙ
保

け
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
税
率
は
、
所
得
税
が

一
〇
・
五
Ｕ
か
ら
七
〇
打
ま
で

十
五
段
階
あ
る
の
に
対
し
、
住

民
税
の
う
ち
市
民
税
で
は
二
町

（
六
十
年
度
か
ら
二
・
五
Ｕ
）

か
息
四
打
ま
で
の
十
三
段
階
。

府
民
税
で
は
、
二
Ｕ
と
四
訂
の

二
段
階
と
な
っ
て
い
未
了
。

こ
れ
ら
の
違
い
は
、
住
民
税

は
、
所
得
税
よ
り
も
広
い
範
囲

の
人
か
ら
地
域
社
会
の
費
用
負

担
か
求
め
る
Ｌ
で
み
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
ｙ
。

さ
ら
に
、
認
諾
得
・
山
林

所
得
、
土
地
建
物
の
譲
渡
所
得

な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
税

額
計
算
を
行
い
未
了
。

詳
し
ぐ
は
、
市
民
税
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

吊
民
税
課
）

人形劇づくり教室の日程表

回 日程 内容

1
9／ｌｌ（幻開講式・オリェンデーションシナリオづくｌ）（ｌ）

2 9／1＆幻シナリォづく’）Ｉ2Ｉ

3 9／2ａ力人形づくりｉｌ）

4 10／2肉 人形づくり（2）

5 10／9ｔ＊）人形づくり（3）

6 10／16Ｍ練習剛

7 10／23（幻練Ｓ（2）

8 未定 人形劇公演

育
…
2
歳
以
上
の
幼
児
、
定
員
1
5

人
（
先
着
順
）
公
休
育
し
津
ｙ
。
お

や
つ
代
と
し
て
三
百
五
十
円
（
子

芦
石
一
人
）
が
必
要
▼
申
し
込
み

・
・
・
字
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1

1
9
容
⑩
2
8
0
4
）
へ
電
話
か

直
接
来
館
飛
保
育
夕
希
望
ず
る

人
は
同
時
に
申
し
込
ん
ｐ
ｖ
だ
さ

〈
活
花
（
生
け
花
）
教
室
〉

▼
と
き
…
9
月
1
4
日
面
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
曼
福

祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
聴
覚
言
語
障
害

者
▼
指
導
・
・
・
中
邑
淳
子
さ
ん
▼
費

用
・
：
材
料
費
実
費
▼
持
参
品
・
・
・
花

ば
さ
み
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ふ
ろ
し
き
、

新
聞
紙
▼
申
し
込
み
期
間
・
：
8
月

2
1
日
1
9
月
1
日
。

〈
飯
ご
う
炊
さ
ん
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
9
日
㈲
、
午
前

9
時
半
簒
に
、
午
後
4
時
半
解
散

（
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
会
館
前
）

▼
と
こ
ろ
・
・
・
青
少
年
野
外
活
動
総

合
セ
ン
タ
ー
爰
愛
の
丘
”
（
城

陽
市
）
▼
対
象
・
：
車
い
す
障
害
者

▼
費
用
…
約
六
百
円
（
交
通
費
、

お買い物のめやす
消費者物価20（8
月分）

この公表価格は，8月初めに実施したｍａ生活モ

ｒ一店頭価格調査に基づくものです・（商工観光課

品ｇ 規格
甲均儡格

薦格状況
最高価格ｔ低籤格

片用月比

灯油
18ぐ店頭

円1，456
ＡＯ．’ｚ

円1，530円1．420

18ぞ配達 1．499 0．41，5501，420

ヴソリンレギュラー1（現金売’ｌ142 0 145 130
ティーｙシュペーノ4－400（4入ＩＫ｛タリネフタス・Ｘ］ッテ（Ｉ149 0 168 100

台所用ラップサランラ・・／プ30ｃｎｉｘ20ｍ220▲1．3 238 168
アル

イル25ｃｎｉＸ8ｍ152
▲7．3
190 108

シャンプー
液体ポ’）答Ｓ22ＯＣ1：

花王エッセンシャル 236 1．7290 230

洗ｉＳ用粉石けん2．4ｌｇ 877 1．0950 598

牛肉 すきやき用中程度100ｇ355 1．4400 255

塩さけ 切身100ｇ 286Ａ0．3398 170

バレイショ 男爵100Ｉ 28▲20 35 13

キャベツ中玉約1ｋｇ 147 0．7250 62

鶏卵
Ｍサイズパック入ｌＯ個

180▲2．2 193 170

食用油 Ｂ清サラダ油瓶入1，650ｃ693 2．2870 495

しよう油
キッコーマン喰口瓶入2ｔ

535▲0．6 570 515

砂糖 上白Ｕｆ 243▲7．6 280 238

小麦粉
日清小麦粉フラワー

1ｋ8（碑力粉） 206▲1．0 230 163
インスタントコーヒー

ネスカフェ黒ラペル

瓶入150ｇ 979▲2．7
1．055 898

みそ タヶヤミソ1ｋｇ
332 5．1348 Ｚ85

食－＜ン普ｌｉ品ｉ斤（スライスしたもの｝ｉｅ41．9180 130

ｉｔｉｔ代 ワイシャツ白の長そで144 0．7180 120
▲印は減

360

い
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

地
域
整
備
計
画
策
定
協
議
会

〈
大
久
保
町
地
域
第
1
回
〉

▼
と
き
…
8
月
2
9
日
出
、
午
後

7
時
半
よ
…
一
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
大

久
保
集
＆
一
所
。

〈
伊
勢
田
・
羽
拍
子
・
開
・
安
田

町
地
域
第
2
回
〉

▼
と
き
・
・
・
8
既
宵
函
、
午
後

7
時
半
ト
1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
農
協

伊
勢
田
支
店
。
（
企
画
課
）

夏
休
み
お
は
な
し
会

▼
と
き
…
8
月
2
7
日
側
。
午
後

2
時
～
2
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

市
公
民
館
和
室
▼
内
容
・
・
・
読
み
聞

在
宅
障
害
者
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

9
月
は
飯
ご
う
炊
さ
ん
な
ど
3
事
業

食
事
代
も
含
む
）
▼
申
し
込
み
期

間
・
：
8
月
2
1
日
～
3
1
日
。

〈
車
イ
ス
介
助
方
法
講
習
会
〉

▼
と
き
・
：
9
月
1
日
出
、
午
前

9
時
半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
車
イ
ス
介
助

ｍ
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
考
凡

て
い
る
人
▼
内
容
・
・
・
○
意
見
発
表

「
車
イ
ス
障
害
者
か
ら
の
お
願
い
」
。

宇
治
市
車
肌
で
歩
け
倉
弓
ぐ

り
調
査
委
員
会
、
藤
弐
哭
ん
○

実
技
「
車
イ
ス
介
助
の
方
法
」
▼

費
用
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
期
間
・
：

8
月
2
1
日
～
2
9
日
。

申
し
込
み
・
問
い
令
り
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5

4
）
へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

か
せ
・
お
は
な
し
▼
対
象
・
：
幼
児
・
小
学
生
▼
費
用
・
・
・
無
料
▼
主
催
・
・
・
絵
本
の
必
一
▼
問
い
令
り
せ
・
：
市
民
図
書
室
（
雲
⑩
4
0
4
9
）
ま
1
（
宏
吊
民
図
書
室
）
宇
治
川
魚
つ
か
み
ど
り
大
会
▼
と
き
・
・
：
8
月
2
6
日
㈲
、
午
前
1
0
時
半
、
‥
1
1
時
半
、
午
後
零
時
半
の
3
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇
治
公
園
塔
の
島
▼
参
加
料
・
・
・
三
百
円
（
網
代
）
▼
持
参
品
・
：
川
の
中
で
の
は
き
物
▼
問
い
命
幻
せ
・
・
・
宇
治
観
光
協
会
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
―
ブ
ラ
ス
の
タ
ベ
―
▼
と
き
・
：
8
月
2
8
ａ
㈹
、
午
後
7
時
Ｉ
8
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
南
小
倉
小
学
校
（
小
倉
町
南
浦
4
0
－
Ｉ
）
▼
出
演
と
演
奏
曲
目
・
・
・
西
宇
治
高
校
吹
奏
楽
部
Ｉ
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ン
テ
ー
マ
・
ど
9
公
ん
の
歌
ほ
か
、
宇
治
市
民
吹
奏
楽
団
1
牛
士
の
マ
ン
ボ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ナ
イ
ル
の
守
り
ほ
か
。
（
社
心
一
教
育
課
）
京
都
文
教
短
期
大
学
公
開
講
座
ｙ
と
き
・
・
・
8
月
2
6
日
㈲
、
午
前
9
時
半
Ｌ
1
1
時
▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
文
教
短
期
大
学
（
横
島
町
千
足
8
0
）
▼
内
容
・
：
講
演
「
茶
の
心
と
平
和
」
裏
千
家
、
舌
宏
家
元
▼
参
加
料
…
無
料
▼
問
こ
Ｂ
や
：
京
都
文
教
短
期
大
学
夏
期
講
座
係
（
容
⑩
4
1
0
1
）
へ
ｏ
（
学
校
教
育
課
）

今
す
ぐ
登
録
を

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
の
今

回
の
開
設
期
間
は
、
八
月
三
十

一
日
ま
で
で
ｙ
・
譲
っ
て
欲
し

い
も
の
、
譲
ぴ
た
い
も
の
の
登

録
は
、
今
す
ぐ
不
用
・
回
報
セ

ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
申
し
込
ん
ｐ
ｖ

だ
さ
い
。

（
登
録
中
の
品
物
〉

▼
譲
っ
て
ぐ
だ
さ
い
・
・
・
整
理

だ
ん
す
、
ス
チ
ー
ル
机
・
い
す
、

台
所
つ
り
棚
、
物
置
、
応
接
セ

ッ
ト
、
じ
ゅ
シ
た
ん
、
掃
除
機
、

電
気
が
ま
、
扇
風
機
、
電
気
バ

リ
カ
ン
、
洗
濯
機
、
ス
テ
レ
オ
、

冷
蔵
庫
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
、
ピ
ア
ノ
、
自
転

車
（
各
種
）
、
三
輪
自
転
車
（
大

人
用
）
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
二
段
べ
″
ド
、
双

子
用
バ
ギ
ー
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ベ

ビ
ー
バ
ギ
ー
、
三
輪
車
、
自
動

車
用
子
戸
石
い
す
、
釣
り
ざ
お
、

剣
道
具
一
式
、
魚
釣
り
道
具
一

式
、
流
し
台
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ

シ
ン
、
地
球
儀
、
英
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
ガ
ラ
ス
の
水
槽
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ズ
ボ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
。

▼
譲
り
串
子
・
：
ベ
ッ
ド
（
セ

ミ
ダ
ブ
ル
・
シ
ン
グ
ル
・
ソ
フ

ァ
ー
）
、
じ
ゅ
ラ
た
ん
、
い
ず
、

学
習
机
、
水
屋
、
冷
蔵
庫
、
掃

除
機
、
ス
テ
レ
オ
セ
″
ト
、
電

気
温
風
機
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ

サ
ー
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
。

ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
歩
行
器
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
台
、
足
踏
み
ミ
シ

ン
、
米
び
つ
、
化
粧
ケ
ー
ス
、

額
縁
、
料
理
百
科
事
典
（
全
二

十
巻
）
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
。

（
商
工
観
光
課
）

楽
し
い
催
し
の
中
で
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
集
い
で

す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ぐ
つ
ぞ
。

▼
と
き
・
：
8
月
2
6
日
面
、
午

後
5
時
～
8
時
半
（
雨
天
は
中

止
）
▼
と
こ
ろ
：
大
久
保
自
動

車
教
習
所
（
近
鉄
大
久
保
駅
西

へ
3
0
0
μ
）
▼
内
容
・
・
・
府
警
音
楽

隊
に
よ
る
特
別
演
奏
、
自
転
車

の
安
全
運
転
教
室
、
消
防
署
員

に
よ
る
救
急
処
置
の
仕
方
、
白

バ
イ
の
お
兄
さ
ん
や
婦
交
の
お

姉
さ
ん
と
の
楽
し
い
集
い
や
抽

選
心
一
、
出
店
な
ど
▼
主
催
・
：
宇

治
市
少
年
補
導
協
議
会
。
。

（
交
通
労
政
課
）

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

夏の交通安全運動納涼大会

税を知る④

～働きざかりの男性の健康教室～

・期間…9月4日～10月5日まで全5

　　　　　回いずれも夜間

・ところ…宇治市公民館

・対象…市内在住・在勤の男子

・申し込み・問い合わせ…宇治市公民館

　　　　　（n＠2804）へ

8月26日大久保自動車教習所で

健康教室の受講生募

集

個人住民税

パート
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